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2026 年 8 月 7 日 

 

社 名 日 本 ア ジ ア 投 資 株 式 会 社 

代表者の役職名 
代表取締役社長執行役員 CEO 

丸 山  俊 

（ コ ー ド 番 号  ８ ５ １ ８  東 証 ス タ ン ダ ー ド 市 場 ） 

問 い 合 せ 先 
取 締 役 常 務 執 行 役 員 C F O 

岸 本 謙 司 

T E L 0 3 （ 3 2 2 1 ） 8 5 1 8 
 

 

株式会社船井総研ホールディングス（東証プライム：9757） 

との合弁会社（ファンド運営会社）設立合意に関するお知らせ 
 
 

日本アジア投資株式会社（代表取締役社長執行役員 CEO：丸山 俊、本社：東京都千代田区、以下

「当社」という。）は、株式会社船井総研ホールディングス（代表取締役社長 グループ CEO：中谷 貴

之、本社：東京都中央区、東証プライム：9757、以下「船井総研 HD」という。）と、合弁会社である株

式会社船井総研 JAIC キャピタル（以下「新会社」という。）の設立について合意いたしましたので、お

知らせいたします。 

新会社はファンド運営会社であり、中堅・中小企業の事業承継課題の解決及び持続的成長の支援

を目的としています。今後、当社と船井総研 HD は、新会社が運営する第 1 号ファンドとして、モビリ

ティ業界（自動車販売、整備・車検、鈑金・塗装、保険代理店、ガソリンスタンド）の事業承継を支援す

るバイアウトファンド「FJ-モビリティ事業承継ファンド投資事業有限責任組合（仮称）」（以下「第１号フ

ァンド」という）を、20 億円～30 億円の出資約束金額を目標として組成する方針です。 

 

 

 

記 

 

左  ：株式会社船井総研ホールディングス 代表取締役社長 グループ CEO 中谷貴之氏 

中央：当社 代表取締役 社長執行役員 CEO 丸山俊 

右  ：株式会社船井総合研究所 渡邊功一氏 
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1. 新会社設立の背景  

当社は、日本とアジアをつなぐ投資会社として、40 年以上に亘って日本及びアジアで投資活

動を行っており、国内外で数多くのベンチャー企業を始めとする投資先企業の事業成長を支援し

た実績や、ファンドの組成・運営の知見や国内及びアジアでのネットワークを強みとしています。国

内では日本全国で投資活動を行い、地域企業への投資実行や地域金融機関との連携などを通じ

て地域経済の活性化に取り組んでいます。また、当社のリソースやネットワークを活用し、投資先

企業が抱える様々な経営課題に対して、新規事業開発を含めた成長戦略の立案と実行支援を行

っています。 

当社はこれまで、ファンド運営における協業の可能性について船井総研 HD グループと協議し

ておりましたが、今般、中堅・中小企業の事業承継課題の解決及び持続的成長の支援を目的とし

て、新会社の設立について合意に至りました。あわせて、新会社の運営する第 1 号ファンドとして、

モビリティ業界（自動車販売、整備・車検、鈑金・塗装、保険代理店、ガソリンスタンド）を投資対象

とするバイアウトファンドの組成方針について合意いたしました。第 1 号ファンドの出資約束金額

は 20 億円～30 億円を目標とします。 

今後、当社のファンド運営に関する知見や投資実績と、船井総研 HD グループが培ってきた

「現場密着型の業績向上・DX 支援ノウハウ」を新会社に集約し、第 1 号ファンドでは、船井総研

グループが約 30 年にわたり支援実績を有する分野であるモビリティ業界の事業承継を支援して

いく方針です。単なる財務改善やコスト削減にとどまらず、事業成長に深くコミットする「ハンズオン型

支援」を通じて、投資先企業の円滑な事業承継と本質的な企業価値向上を実現します。また、新会社が

運営する第 1 号ファンドでの成功モデルを確立した後には、後続ファンドの組成を行う計画です。 

  

2. 新会社の概要 

（１） 名 称 株式会社船井総研 JAIC キャピタル 

（２） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 
代表取締役社長 渡邊 功一（株式会社船井総合研究所/就任予定） 

代表取締役副社長 守能 雅之（当社/就任予定） 

（３） 事 業 内 容 ファンド運営事業 

（４） 設 立 年 月 2026 年 9 月（予定） 

 

 

3. 今後の見通し 

当社は、本件について中長期的に当社の企業価値の向上に資するものと考えておりますが、現

時点において当社グループの当面の業績に与える影響は軽微です。なお、今後開示すべき事項

が発生した場合には、速やかにお知らせいたします。  
以上 


